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さ
て
、
わ
が
国
は
長
引
く
不
況
下
に
あ
っ
て
、
被

災
地
の
復
興
、
原
発
問
題
な
ど
、
多
く
の
難
問
が
山

積
す
る
社
会
情
勢
の
中
、
国
政
選
挙
が
執
行
さ
れ
、

再
度
の
政
権
交
代
と
な
り
ま
し
た
。
新
政
権
に
は
、

経
済
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
政
策
の
実
現
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
未
だ
厳
し
い
経
済

状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
町
に
お
き
ま
し
て
も
健
全

な
財
政
運
営
と
行
財
政
改
革
に
努
め
る
と
と
も
に
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、「
住
民
の
皆
様

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」「
子
ど
も
た
ち
が
太

地
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
ま

ち
」
を
目
指
し
て
全
力
で
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。
な
お
、
我
々
の
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
く

じ
ら
の
博
物
館
を
含
め
た
く
じ
ら
浜
公
園
の
整
備
及

び
充
実
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま

す
。
我
が
町
が
古
来
よ
り
鯨
と
関
わ
り
築
き
あ
げ
て

き
た
鯨
文
化
を
後
世
に
伝
承
す
る
だ
け
で
な
く
、
発

展
さ
せ
、「
国
際
的
な
鯨
の
学
術
研
究
都
市
」
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
事
業
に
お
い

て
、
就
任
当
初
か
ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
老
人

ホ
ー
ム
南
紀
園
の
改
築
事
業
に
つ
き
ま
し
て
新
宮
市

を
は
じ
め
、
那
智
勝
浦
町
、
古
座
川
町
、
串
本
町
、

北
山
村
の
ご
尽
力
に
よ
り
着
手
で
き
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
の
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
か
ね
て

よ
り
進
め
て
お
り
ま
し
た
捕
鯨
船
「
第
一
京
丸
」
の

陸
揚
げ
、
水
道
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
屋
区
民

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
も
と
新
た
に
二
カ
所

の
水
源
地
を
確
保
し
、
昨
年
十
月
十
日
よ
り
給
水
を

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
着
々

と
各
施
策
や
事
業
を
実
行
で
き
ま
す
の
は
、
太
地
町

議
会
議
員
の
方
々
や
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
よ
り
の
継

続
事
業
で
あ
り
ま
す
山
中
道
路
二
号
線
の
工
事
、
公

衆
便
所
の
新
設
や
洗
浄
機
付
き
洋
式
便
器
の
設
置
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
無
償
貸
与
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
防
災
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
に
発
表
さ

れ
ま
し
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
指
針
に
基
づ
き
防
災

計
画
の
見
直
し
を
図
り
、
防
災
体
制
の
強
化
や
避
難

路
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
防
災
訓
練
を
開

催
し
、
町
民
の
方
々
の
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
、

町
全
体
の
防
災
力
の
さ
ら
な
る
向
上
や
住
民
の
生
命

を
守
る
た
め
の
対
策
を
最
優
先
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
行
政
運
営
に
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

太
地
町
長
　
三
軒
　
一
高

新
年
明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旧
年
中
は
、
町
の
行
政
運
営
に
格
別
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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皆
様
に
は
、
穏
や
か
で
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
は
町
政
や
議
会
活
動
に
関
し
て
温
か
い
ご
指

導
ご
意
見
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
議

員
一
同
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
昨
年
は
大
災
害
か
ら
の
復
興
の
年
と
し
て
大
勢
の

人
々
が
力
を
合
わ
せ
東
北
で
も
紀
州
で
も
、
故
郷
再

建
の
た
め
大
き
な
輪
を
広
げ
絆
を
強
め
て
参
り
ま
し

た
。
し
か
し
復
興
（
復
帰
）
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の

課
題
や
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
が
多
く

今
更
な
が
ら
自
然
の
猛
威
の
前
に
は
人
間
の
無
力
さ

を
思
い
知
ら
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
そ
の
手

を
ゆ
る
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
故
郷
を
目
指
し
て
最

大
限
の
力
を
結
集
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
三
十
年
以
内
に
は
東
海
、
東
南
海
、
南
海
地
震
が

高
い
確
率
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

私
た
ち
の
町
で
も
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
防
災
減
災
の

手
段
が
講
じ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
各
家
庭
に
貸
与
さ
れ
ま
し
た
個
別
受
信
機
や
防
災

無
線
の
充
実
と
的
確
な
対
応
、
正
確
な
情
報
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
。
津
波

か
ら
一
刻
も
早
く
避
難
し
隣
近
所
の
日
常
的
な
助
け

合
い
協
力
が
で
き
る
よ
う
に
、
常
に
き
め
細
か
な
町

の
指
導
や
広
報
が
行
わ
れ
安
全
の
た
め
の
退
避
路
や

生
活
環
境
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
が
起
こ
れ
ば
ま
ず
自
分
の
安
全
を
確
保
し
津

波
か
ら
は
で
き
る
だ
け
高
い
と
こ
ろ
へ
避
難
す
る
こ

と
。
お
互
い
に
心
が
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　「
崖
」
最
近
の
報
道
で
よ
く
見
か
け
る
言
葉
で
す
。

日
本
の
状
況
に
つ
い
て
も
「
政
治
の
崖
、
財
政
の

崖
」「
選
挙
の
崖
」
等
々
、
追
い
つ
め
ら
れ
て
崖
っ

ぷ
ち
に
立
た
さ
れ
ち
ょ
っ
と
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

不
安
定
な
姿
勢
で
足
を
踏
み
外
す
と
雪
崩
の
よ
う
な

総
崩
れ
が
起
こ
る
と
他
人
事
の
よ
う
に
論
評
す
る
む

き
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
私
た

ち
国
民
一
人
一
人
が
直
面
し
て
い
る
難
題
で
も
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
太
地
町
も
そ
の
よ
う
な
基
盤
の
上
に

な
り
た
っ
て
お
り
、
町
長
を
先
頭
に
行
政
の
皆
さ
ん

も
大
変
な
ご
く
ろ
う
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
度
の
国
政
選
挙
の
結
果
が
ど
の
よ
う
な
方
向
を

示
し
て
く
れ
る
の
か
、
し
っ
か
り
と
そ
の
有
様
を
見

据
え
て
行
き
た
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
昭
和
、
平
成
の
市
町
村
合
併
を
返
上
し
、
単
独
の

途
を
選
択
し
た
こ
と
。
紀
伊
半
島
近
隣
地
域
へ
の
原

子
力
発
電
所
の
阻
止
。
太
地
漁
協
の
再
建
。
新
し
い

水
源
の
確
保
等
々
太
地
町
の
町
づ
く
り
の
基
本
に
関

わ
る
大
き
な
問
題
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
決
断
し

汗
を
流
し
て
成
し
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
。
長
い
こ
と

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
老
人
ホ
ー
ム
「
南
紀
園
」
の
着

工
も
去
る
十
二
月
十
三
日
に
終
わ
り
今
年
度
末
完

成
、
来
年
四
月
に
は
始
動
を
始
め
ま
す
。
鯨
問
題
も

県
警
、
海
上
保
安
庁
の
活
動
に
よ
り
風
体
の
わ
か
ら

ぬ
輩
の
不
法
行
為
は
絶
対
許
さ
な
い
か
た
ち
で
万
全

の
警
備
が
敷
か
れ
て
お
り
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
警
備
体
制
は
単
に
太
地

町
の
沿
岸
小
型
捕
鯨
や
追
い
込
み
漁
を
擁
護
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
先
に
は
尖
閣
列
島
問
題
や
、
北
方

領
土
問
題
に
つ
な
が
り
、
大
切
な
国
や
国
民
の
主
権

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
ス
テ
ー
ジ
の
一
部
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
大
変
厳
し
い
一
年
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
皆

さ
ん
と
共
に
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う
か

よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

太
地
町
議
会
議
長
　
三
原
　
勝
利

新
年
明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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広報たいじで振り返る２０12 年

成人式

こども園入園式

中学校体育祭

中学生ブルーム派遣事業

ご長寿表敬訪問

白馬北小との交流会 in 白馬村

小学校入学式

第 14 回ツール・ド・熊野

白馬北小との交流会 in 太地町

太地中学校生徒議会

捕鯨船陸揚げ事業

中学校入学式

くじらに出会える海水浴場

第 27 回くじら祭

サンタクロース幼稚園訪問
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広報たいじ　今月のトピックス

「太地中学校生徒議会」開催！
　
平成 24 年 11 月 26 日（月）、太地町議会議場で太地

中学校生徒議会が社会の授業の一貫として開催され、3
年生の生徒が実際の議会と同じように議長や議員とし
て模擬議会を行いました。議長役や議員役の生徒は緊
張しながらも、しっかりと役割を果たしていました。

町としても、中学生を代表する生徒たちの声を聞くこ
とで、よりよいまちづくりを進めていく良い機会となり
ました。生徒からの一般質問の内容は、以下の通りです。

◎太地駅について　　　　　　◎医療費について
◎町の活性化について　　　　◎防災について
◎循環バスについて　　　　　◎町内の危険な場所について
◎電灯について　　　　　　　◎避難路の整備について
◎中学校の設備について　　　◎ブルーム派遣について
◎高齢者対策について　　　　◎バス券について
◎町づくりについて　　　　　◎暖海地区のトイレについて
◎梶取﨑の公園について

寒さに負けず走る！

平成 24 年 12 月 6 日（木）、東の浜において太地小学
校の持久走大会が開催されました。1・2 年生、3・4 年生、
5・6年生に分かれてスタートし、それぞれゴールを目指
してひたむきに走る姿を見せてくれました。当日は冷
たい風が吹いていましたが、たくさんの観客からの「頑
張れ！」「あとちょっと！」という熱い声援と子どもた
ちの懸命な走りで、会場は温かい空気に包まれました。

電動椅子 15台寄贈

平成 24 年 12 月 11 日（火）、太地町の「高齢者にや
さしい町づくり」の理念に合致するということで、株式
会社ミヤマ様より電動リクライニングソファーが 15 台
寄贈されました。

このソファーは、町や社会福祉協議会で有効に活用
させていただきます。憩いの家に 2 台設置予定ですの
で、お気軽にご利用ください。また新築する南紀園にも、
今後設置する予定です。

はきはきと一般質問をする佐々木健介くん

ゴール前、力を振りしぼって走る子どもたち

リクライニングソファーを寄贈するミ
ヤマ代表取締役・山本義貞氏（右）と
彰状を渡す三軒町長（左）

議員席に座って真剣に話を聞く生徒たち
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 ブルームや、経由地であるパースという都市には、多くの博物館があります。 
この訪問ではブルームの人々と交流するだけでなく、現地の歴史や文化について学ぶ

ことも大きな目的の１つでしたので、ブルームのパール・ラガーズ博物館や港町である

フリーマントルのマリタイム博物館、パースの西オーストラリア州博物館など実に様々

な博物館を見学しました。 
この作文を書いた阪本くんはどの博物館の資料にも非常に関心を持ち、熱心に見入っ

ていました。子どもたちにとって、ブルームと太地の関係を考える上で良い機会になっ

たのではないかと思います。 
 
 

太地との関係と日本との違い 

 

   太地中学校２年 阪本 祐人 

 

僕は、太地との関係と日本との違いを学んできました。違ったことは、やはり食文化で

す。オーストラリアと日本ではやはり、食べるものが違いました。日本は寿司などの油の

少ない食べ物をよく食べますが、オーストラリアはやはり肉類が多かったです。羊肉や牛

肉をよく見ました。肉は日本と違い少し固かったと思います。朝食も違いました。やはり

量が多かったと思います。ホストファミリーはトーストか、コーンフレークを食べていま

した。それと僕はホストファミリーにマクドナルドに連れて行ってもらったのですが、日

本のマクドナルドのハンバーガーと大きさが違いました。日本にはないハンバーガーもあ

り、日本にもあるが名前が違うハンバーガーがありました。 

もう１つ違ったことは学校です。オーストラリアの学校の授業は、 

「これ授業なの」 

と思うくらい日本の授業と違いました。オーストラリアの生徒は授業と全く関係もないこ

とをしている生徒もいました。しかし、オーストラリアの生徒は面白かったです。 

学校は日本みたいな校舎はなく、教室の移動は外を歩いて移動していました。運動場は、

すごく広かったです。はしからはしまで１キロメートルはあるんじゃないかと思うぐらい

広かったです。学校内は自然がたくさんありとてもきれいでした。 

太地との関係は真珠が関係しているそうです。ブルームの日本人墓地にはたくさんの日

本人のお墓がありました。和歌山県、広島県、福岡県などたくさんの県から来た人のお墓

A Happy 

New Year!!
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次回も太地中学校の生徒の感想文を掲載します。                 

            Good-bye till next month… 

がありました。太地の人のお墓もありました。脊古、遠見、漁野の名字が刻まれたお墓を

見つけました。この墓地で眠っている人の多くは、サイクロンで亡くなったそうです。こ

の墓地から、多くの日本人がブルームに来て真珠関係の仕事をしていたことが分かりまし

た。真珠貝からボタンなどいろいろなものが作れることも分かりました。博物館にも行き、

どのようにして真珠を採っているか、どのような船で海に真珠を採りに行ったかも分かり

ました。真珠採りに使っていた潜水服はすごく重そうでした。やはり当時は、酸素ボンベ

などがなく、呼吸などは人力でホースのようなもので空気を送っていたことも分かり、真

珠関係の仕事の大変さや、すごく危険だったということが分かりました。やはり真珠関係

の仕事をしていた人たちは、おぼれたり潜水病で亡くなったりしている人たちが多かった

そうです。お盆供養祭の時は、日本人もいました。ブルームの人々もたくさん来ていまし

た。最後に全部のお墓にろうそくを置きました。亡くなった人たちはすごくうれしかった

と思います。 

ブルームに行って、文化の違い、食文化の違い、太地とブルームの関係を学べていろい

ろな体験ができました。この体験を家族と友達に伝えたいです。ブルームに行けて、本当

によい体験ができたと思います。 

 

 

 

 

 

 

写真左：ブルームのパール・ラガーズ博物 
館にて、真珠貝ダイバーのヘルメ 
ットをかぶる阪本くん 

写真右：同じくパール・ラガーズ博物館にて、生徒 
たちの集合写真。左から阪本くん、榎本紀 
弘くん、山口真央くん、森美穂さん、久原 
可帆里さん、長谷若奈さん 
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高齢者虐待防止法では、虐待に気づいた人は市町村に通報義務があることが定められています。虐待はより

早く発見し、支援することが大切です。通報や相談を受ければ、住民福祉課や地域包括支援センターが中心と

なって、ただちに高齢者および養護者の支援を行います。 

上記のような虐待のサインに気づいたときは、右記の相談窓口に 

お知らせください。 

  ※通報者の方の個人情報は固く守られます。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬はインフルエンザが流行しやすい季節です。睡眠と休養、バランスのとれた食事などで体力や

抵抗力を保ち、予防を心がけましょう。 

 
★ 予防のポイント ★ 

◆ 外出先から帰ったら手洗い、うがいを徹底しましょう 

◆ 咳エチケットをしましょう 

◆ 流行時、人ごみや繁華街など人の多く集まる場所への外出はなるべく控えましょう 

◆ 十分な休養、バランスの良い食事など規則正しい生活をしましょう 

◆ インフルエンザにかかったかなと思ったら、かかりつけ医など身近な医療機関に電話をし 

早めに受診しましょう 

平成１８年４月１日から「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」が施行されま

した。虐待は、決して特別な人や特別な環境によってのみ起こるものではありません、誰もが直面するかもし

れない問題です。虐待の予防、早期発見のために「高齢者虐待」について理解を深めましょう。 

高齢者虐待のサイン 

■高齢者の状況から見えるサイン 

・身体に小さな傷やあざが頻繁に見られる。 

・寝具や衣服が汚れたままの状態が多くなる。 

・おびえる、わめく、泣く、さけぶ等の状態が見られる。 

・年金や財産があり、お金に困っているはずがないのに 

 お金がないと訴える。 

・急激な体重の減少、脱水、栄養失調などの状態にある。 

                        など 

 
■養護者（家族）の状況から見えるサイン 
・医師や介護サービスの担当者に会いたがらない。 

・高齢者に対する冷淡な態度や無関心さが見られる。 

・介護に疲れが感じられ、追い詰められている様子がある。 
                        
■生活から見える虐待のサイン 
・怒鳴り声や悲鳴、物が投げられる音がする。 

・居室が極端に不衛生な状態である。 

・電気・ガス・水道などが止められている。 

・高齢者が長時間、あるいは不自然な時間に家の外で 

過ごしている。                 

養護者（家族）への理解 
皆さんのまわりに、一人で介護を抱え悩んでいる人はいませんか？「高齢者が被害者」「養護者（家族）が加害者」

と一方的に決めつけるのは避けなければなりません。養護者（家族）こそが支援を必要している場合あります。高

齢者だけでなく、養護者や家族全体を支援の対象者としてとらえることが必要です。 

認知症の正しい理解を深めましょう 

虐待を受けている高齢者の多くは、認知症があるといわれています。認知症について正しく理解し、

認知症を抱える高齢者と養護者（家族）を見守り、支えていく地域づくりを進めることが大切です。 

高齢者・養護者（家族）を孤立させない地域づくり 
高齢者や養護者（家族）が地域で孤立していることが、虐待を引き起こし、発見を遅らせる大きな

原因です。日頃からの地域での声かけや支え合いが虐待を未然に防ぐことにつながります。 

虐待かもしれない？と思ったら・・・ 

相 談 窓 口 

太地町地域包括支援センター 

（住民福祉課内）☎５９－２３３５ 

など 

など 
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特徴１ 

人の腸管内でのみで増

殖します。 

★ ノロウイルスの特徴 ★ 

特徴２ 
感染力が非常に強く、ご

く少量のウイルスでも

発症します。 

特徴３ 
食品からだけでなく、接

触や飛沫などを介して

経口感染することがあ

ります。 

特徴４ 
ノロウイルスに一度、感

染した患者でも、繰り返

し感染・発症します。 

◆ 感染するとどんな症状になるの？ 

感染してから症状が出るまでの時間は、２４～４８時間です。 

吐き気・嘔吐・下痢・微熱が１～２日間続きます。感染しても症状のない場合

や軽い風邪のような症状のこともあります。乳幼児や高齢者は、嘔吐物を吸い

こむことによる肺炎や窒息にも注意が必要です。 

 

自己判断での薬の服用は症状を悪化させる場合がありますので、医療機関への早めの受診を

心がけましょう。たとえ症状がでていなくても、ウイルスは１週間～1 ヶ月程度にわたり便

中に排出される場合がありますので、注意が必要です。 

潜 伏 

期 間 

 
症 状 

 症状が

出たら 

◆ 予防方法は？ 

予防 

１ 

手洗いの徹底 

●帰宅時、トイレの後、調理の前後、食事の前には、石けんをよく泡立てて流水

で手を洗いましょう。 

食材は十分に加熱する 

●中心部まで十分加熱しましょう。食品の中心温度８５度以上で１分間以上の加熱を

して食べましょう。 

生で食べるときは十分に洗浄する 
●生で食べる食品（野菜やくだものなど）は流水でしっかり洗いましょう。 

予防 

２ 

予防 

３ 

予防 

４ 

調理器具は洗浄消毒 

●まな板や包丁などの調理まな板や包丁などの調熱湯（８５℃）

０.０２％の塩素系漂白剤で消毒しましょう。 

◆ どうやって感染するの？ 

このウィルスの感染経路は、ほとんどが経口感染です。感染経路としては、人から人あるいは

食品による感染が考えられています。 

人   食べ物   人 
ウィルスに汚染された調理従事者などの手、調理器具を介して汚染した

食品を食べた場合、あるいはウィルスで汚染された水を摂取した場合 

経路 

２ 

人   人 
患者からの糞便、吐物、手ぬぐい、タオルなどから二次感染した場合 

経路 

３ 

食べ物   人 
ウィルスを取り込んで蓄積しているカキや二枚貝を生、あるいは十分に

加熱調理しないで食べた場合 

経路 

１ 
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小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
春

休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法

人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、
８
事
業
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、

お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。
お
ひ
と
り
で
ご

参
加
に
な
る
方
が
８
割
以
上
、

は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方

が
６
割
以
上
の
ご
参
加
で
す
の

で
、
事
前
研
修
会
で
は
仲
間
作

り
か
ら
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

◇
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学

校
体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見

学
・
野
外
活
動
な
ど

◇
派
遣
先　

米
国
・
英
国
・
豪

州
・
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ

ー

◇
日
程　

３
月
24
日
（
日
）
～

４
月
５
日
（
金
）
９
～
12
日
間

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

◇
対
象　

小
３
～
高
３
の
方
ま

で※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

◇
説
明
会　

全
国
12
都
市
、
１

月
下
旬

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

◇
参
加
費　

29
．
８
～
43
．

８
万
円
（
共
通
経
費
は
別
途
）

※
１
月
28
日
（
月
）
ま
で
に
お

申
込
み
の
方
は
、
早
割
り
で

１
万
円
割
引
い
た
し
ま
す
。

◇
締
切　

２
月
４
日
（
月
）

◇
お
問
い
合
わ
せ

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
０
８
―
０
０
７
３　

東
京

都
港
区
三
田
５
―
７
―
８
―

９
２
１
（
℡
０
３
―
６
４
５
９

―
４
６
３
３
）

E-m
ail: info@

kskk.or.jp
U

RL: http://w
w

w
.kskk.

or.jp

   

じゅんかんバスをご利用のお客様へ 

車内でおケガのないようにご協力を！ 
いつもバスをご利用いただきまして、まことに

ありがとうございます。よりいっそう安全にご乗
車いただくために、次のご協力をお願いいたしま
す。 

 
●発車するときや走行中は 

座席をかわらないでください。 
 
●バスが止まるまで 
  座席を立たないでください。 
 
 
 
「国道 42 号新宮管内災害復旧工事」のた
め、森浦地区において護岸復旧工事が施行
されています。  
 ３月 29 日まで片側通行の交通規制を行いま
すので、じゅんかんバスの発着時間に影響が生じ
る恐れがあります。ご利用のお客様にはご迷惑を
おかけいたしますが、ご理解ご協力くださいます
ようお願いいたします。 

 
○お問い合わせ○ 

           太地町役場 
                総務課 
             （５９－２３３５） 
 
          

  

  

        

防災ラジオの貸出について 

太地町では、災害時の緊急情報や避難情

報など、町民の皆さんの安全を守り、大切

な情報をお届けするために、防災行政無線

（町内放送）を受信できる機能を持った「防

災ラジオ」を貸し出しています。 

◇対象 太地町全世帯 

◇無償貸出し・随時受付 

お申込みは太地町役場総務課（０７３５

―５９―２３３５）へお願いします。 

申込書は役場にございますので、お申込

みの際は印鑑をご持参ください。 

 なお、お申込みや受け取りが困難な方は、

お気軽に役場総務課までご連絡ください。 

※６月頃配布予定となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

太地町防災ラジオ 
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5 6 7 8 12 13 14 15 18 19 20 21 22 25 26 27

火 水 木 金 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水

那智勝浦町役場 ● ● ○ ○

太地町公民館 ● ○

古座川町中央公民館 ● ○

串本町文化センタ－ ● ● ○ ○

　　　　　　　　　　　　　開設日

会場

9：30～12：15
13：00～15：00

受付時間　

２月

 

 

 
 
 
 
 
 
     

１ 税務署での相談及び申告書の受付等 

種  類 相 談 及 び 申 告 書 の 受 付 納 付 期 限 

贈与税の申告 ２月 1日（金）から３月１５日（金） ３月１５日（金） 

※  土曜日・日曜日・祝日は税務署の閉庁日です 

 

平成２６年１月から 
記記帳帳・・帳帳簿簿等等のの保保存存制制度度のの対対象象者者がが拡拡大大されます 

 

個人の白色申告の方のうち前々年分あるいは前年分の事業所得、不動産所得又は山林所得の合計額

が 300 万円を超える方に必要とされていた記帳と帳簿書類の保存が、これらの所得を生ずべき業務

を行う全ての方（所得税の申告の必要がない方を含みます。）について、平成 26 年１月から同様に

必要となります。               

  
 

所得税・消費税の確定申告 

※１「●」印の会場は、サラリーマンや年金受給者のための還付申告会場です。 
  「○」印の会場は、税理士会新宮支部による無料相談会場です。 

２ 各会場とも土地・建物・株式等を売却された所得、山林所得に関するアドバイスは行っておりません。 
( ３ 混雑の状況により、受付終了時間を早める場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

 

２ 税務署以外の相談会場開設の日 

 

１ 税務署での相談及び申告書の受付等 
種  類 相 談 及 び 申 告 書 の 受 付 納付期限 口座振替日 

所得税の確定申告 
２月１８日（月）から３月１５日（金） 

還付申告の方は２月１５日(金)以前でも申告書を提出できます。 
３月１５日（金） ４月２２日（月） 

消費税の確定申告
(個人事業者) 

４月１日（月）まで ４月１日（月） ４月２４日（水） 

※  土曜日・日曜日・祝日は税務署の閉庁日です。 

 

平 成 ２４ 年 分 確 定 申 告 に つ い て 

贈与税の申告 

 

記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）に掲
載されていますので、ご覧ください。詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせください。 
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《保健衛生関係１月行事予定》

　

平
成
24
年
12
月
３
日
（
月
）
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

白
馬
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
（
株
）
Ａ
Ｉ
Ｃ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
番
組
企
画
に
よ
り
白
馬
中
学
校

の
生
徒
６
名
が
村
長
室
を
訪
れ
、
白
馬
村
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
か
ら
自
分
の
将
来
ま
で
幅
広
い
話
題
で

懇
談
を
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
な
り
の
視
点
か
ら
飛
び
出
す
鋭
い
指
摘
や

意
見
に
太
田
村
長
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
話
題
に
的
確
な
答
え
を
返
す
と
、
中
学
生
た
ち
は

「
自
分
た
ち
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
白
馬
村
は
た
く

さ
ん
の
仕
事
を
し
て
く
れ
て
い
る
」
と
驚
い
た
様
子

で
し
た
。

　

当
日
は
各
学
年
２
名
ず
つ
の
訪
問
で
し
た
が
、
さ

す
が
中
学
校
３
年
生
と
も
な
る
と
立
ち
居
振
る
舞
い

や
口
を
つ
く
視
点
の
鋭
さ
か
ら
、
ま
さ
に
「
元
服
・

裳
着
」
の
年
齢
に
達
し
た
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
日
々
社
会
の
中
で
心
配
の
種
と
な
る
こ
と
の
多

い
現
代
の
若
者
の
中
で
、
次
代
を
担
う
彼
ら
の
姿
を

見
て
太
田
村
長
の
顔
も
少
し
ほ
こ
ろ
ん
だ
よ
う
に
見

え
ま
し
た
。

ー白馬からお便りー【姉妹都市「白馬村」コーナー】

住民基本台帳
（平成 24 年 11 月末日現在）

総人口 3,402 人
　　男  1,547 人
　　女  1,855 人

世帯数   1,654 世帯
（前月比：総人口  5 人増
             世帯数　増減なし）

中
学
生
の
視
点
か
ら

編
集
と
発
行
　
太
地
町
役
場
　
総
務
課
　
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
太
地
町
大
字
太
地
3
7
6
7
ー
1
　
平
成
25
年
1
月
1
日
発
行

～お食事のご案内～
※　昼食 11時～ 14時　　　　
※　夕食 17時～ 19時 30分
　　（ラストオーダー　19時）
※　宴会・折詰・弁当・おまぜ等
お気軽に御利用ください

国民宿舎　白鯨
TEL５９－２３２３

子育て支援関係
月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

１月 10 日（木）
ちびっ子ひろば 10：00 ～ 11：00 ふれあいルーム１月 17 日（木）

１月 24 日（木）
健康相談

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所
１月   9 日（水） 乳幼児健康相談 10：00 ～ 11：30 多目的センター

１月 11 日（金） 成人健康相談（血圧測定）
10：30 ～ 11：30 公民館
13：00 ～ 13：30 平見集会所
14：00 ～ 15：00 老人憩の家

１月 28 日（月） 成人健康相談（血圧測定） 15：00 ～ 15：30 森浦集会所
健診

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所
１月 10 日（木） 10 か月児健診 13：00 ～ 13：10（受付） 那智勝浦町健康福祉センター
１月 17 日（木） １歳半、３歳半児健診 13：00 ～ 13：10（受付） 多目的センター
１月 24 日（木） ４か月児健診 13：00 ～ 13：10（受付） 那智勝浦町健康福祉センター
健康教育

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所
１月   7 日（月）

なかよし体操 13：30 ～ 15：00
東新集会所１月 21 日（月）

１月   7 日（月） 森浦集会所１月 28 日（月）


